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●補助の資料として、金子建志氏より提供いただいた資料。 

 

＜チェリビダッケのブルックナー＞ 

 

 チェリビダッケのブルックナーの一般的な特徴を言うなら、「超微速前進によるスケール

の巨きさ」ということになるだろう。晩年に手兵ミュンヘン・フィルと遺した全集には、そ

の到達点が示されているが、中でも「８番」はエベレストのように超然と聳えている。 

 中でも本番を会場で聴いて圧倒されたのがⅣ楽章・183 小節〜のティンパニー。ミュンヘ

ン・フィルにはチェリを慕って個性的な名手が集まっていたが、ティンパニストのペータ

ー・ザードロは怪物的な天才だった。ＥＭＩが死後に纏めた CD だと（７分５７秒〜）で確

認できるが、残念ながらサントリーホールの客席を圧倒した、あの巨人さながらの歩みは再

現できていないと思う。こうした個性的な山場を改めて検証してみると、チェリが録音とい

う行為自体を全く軽んじていた理由も納得がゆく。 

 サントリーホールに於ける来日公演は映像でも確認できるのだが、ザードロはアクセン

トを付けたい音を、重音で（つまり複数のティンパニーで）叩いているように見える。それ

がザードロによる「厨房の秘儀」的な隠し味なのか、チェリによる指示なのかは不明だが、

限りなく「編曲」に近い行為なのは確かであろう。 

 より確信犯的なのはⅠ楽章・序奏部、第４小節のクラ（０分１７秒〜）。第１稿には、こ

の応答音型自体が存在せず、第２稿になって張り譜で追加したことが判る。その修正跡から

推量して音程を変えた可能性も確かに考えられなくはないが、チェリによるこの変更自体

は、音楽学者的なスタンスよりは、作曲家的なそれが感じられるように思う。 

 「７番」で最もチェリらしいのは威圧的なトゥティに入ったⅣ楽章 96小節の瞬間的なデ

ィミヌエンド（３分５４秒〜）。こうした減衰の指示は自筆譜・印刷譜ともに見られないの

で、初めて聴くと、かなり驚かされる。これはチェリが時々使う意表を衝いたフェイントで、

堂々たるトゥティが断言的に終わる最終音などで、予想外の印象をもたらす。こうした効果

は、即興的な「棒による技」では無理。リハーサルで周到に指示を与えた成果であろう。 

 「７番」のⅠ楽章で言うと、306小節のクラリネット（１６分０１秒〜）で「自筆スコア

=原典版」の「７の和音の旋律線」を採らず、より自然に聞こえる改訂版の常識的なⅠの和

音の分散和音を採用しているあたりは、自らの感覚を優先する人らしいと感じる。Ⅳ楽章の

序奏的な主題提示で、改訂版=ノヴァーク版の緩急の頻繁な交替を避け、ハース版と同じイ

ンテンポに徹しているのも同様の美意識に繋がる。Ⅱ楽章の頂点 177 小節（２２分３６秒

〜）では改訂版=ノヴァーク版の打楽器群(シンバル、トライアングル、ティンパニー)を盛

大に鳴らす。こうした頂点で、したり顔で「学者的な解釈に逃げない」あたりもチェリらし

い。 

 

 



 

 全く予想外の表現で驚かされたのが「４番・ロマンティック」Ⅳ楽章のコーダ。477小節 

から延々と続く弦の６連符の刻み（２３分４５秒〜）を、「３＋３」という意表を衝いたア

クセントで執拗に強調したのだ。クレッシェンドするほど、６連符１拍ずつのアクセントが

異様な迫力で迫ってきた。スコア上も「３＋３」に分かれている提示部・７６小節〜（２分

４０秒〜）あたりを根拠にしているのかも知れないが、普通の感覚からすれば明らかにデフ

ォルメで、コーダ印象を全く変えてしまっていた。 

 異様に遅かったり、聴き手に禅問答をしかけたり、といったあたりを特徴するチェリのブ

ルックナーの中で、比較的、穏当な印象を与えるが「３番」。ただし、整理が行き届いたノ

ヴァーク版・第Ⅱ稿（1888/89年）を使っているせいもあるだろう。もし大改訂＋短縮を経

る前の第Ⅰ稿だったら、さぞや破天荒な演奏になっていたに違いない。 

 そうした事情もあって「３番」は比較的、穏当な解釈だが、Ⅳ楽章 155小節〜（4分３６

秒〜）や 185小節〜（５分３８秒〜）のシンコペーション音型は、いかにも現実的な音響を

前提に解釈やテンポを決めるチェリらしいと感じる。 

 パイプオルガンという楽器は、鍵盤を弾いて少し経ってからパイプが鳴る。そのディレイ

構造上をそのまま実像化したのが、こうしたエコー的なオーケストレーション。チェリはオ

ルガニスト、ブルックナーならではのこうした音響を理解した上で悠然と振るから、構造が

良く判る。 

 どちらかというと非凡な個性が刻印されている部分にスポットを当てる形になってしま

ったが、超微速前進による発見を愉しみながら、深海を覗くように聴き直してみてはいかが

だろう。 
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